
 

 

 

★『高校生がつくる、未来のまえばし会議～With サステナブル・ブランド・ジャパン～』★ 

【参加のメリット】 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前南は『非認知能力の育成』に取り組んでいる『SAH 指定校』

としても前橋市からの期待は高いようです！『コラボできる企業』

さんは、『カネコ種苗』さん、『コシダカホールディングス』さ

ん、『JINS ホールディングス』さん、『日本通信』さん、『ヤマ

ト』さん、『群馬銀行』さん、『東和銀行』さん、『しののめ信用

金庫』さんなどのようです！お楽しみに！ 『ひとり』での申し込

みも、『４人１組』の申し込みでもよいというお話でした。みなさ

んの応募をおまちしています！ 

私が過去に勤務した学校では『総合的な探究の時間』において、『街づくり』や『社会問題の解決』への提言を作成するような研究活動を多くの生徒たちがし

ていました。例えば、『ベイシア本社』に対して『フードロス削減アプリの導入の提言』を行ったり、『ザスパ草津』に対して、『浦和レッズサポーターのよ

うな熱い応援を県民に促す活動提案』を考えたり、『桐生市』に対して、『シャッター商店街の活用の提言』をしたりと様々です。中には『桐生が岡動物園＆

遊園地』の集客を上げるための企画を出し、実際に採用され、コラボし、成功を収めた生徒たちもいました。『ただの企画』で終わらず、『実行に移せる』とい

う可能性があることが面白いのだと思います！失敗もあるでしょうが、『企業』の方々と話し合い、試行錯誤を経てたどり着く『過程』をとおし、『感動』や

『達成感』『自己有用感』など、かけがえのないことが体験できるはずです！将来、『群馬県や前橋市のために働きたい』と考える生徒たちもいるのではないで

しょうか？『前橋市の街づくり』に対し『提案』できるチャンスです！前橋のために『あたらしい価値や魅力』を考えてみませんか？ 文責：星野 亨（教頭）           

★校長より★                                                                                                            

本今号の Journal をみて、そっとポケモンを忍ばせるなんて、教頭先生もやるなと感じてしまった。皆さんは見つかりましたか？よく見てください。右上の方

に「ナエトル」が隠れていませんか？さて、前置きはここまでにして本題です。今号は、前橋市としても初の取組である『高校生がつくる、未来のまえばし会

議』の紹介です。自分達の生活する町をより豊かにするために、ともに考えませんかという呼びかけです。企業とコラボして前橋市のまちづくりに参加できるな

んて、何だか夢のようなワクワク感を感じますね。自分の考えを伝えることができる、多くの人の考えを聞くことができる「オンラインプラットホーム」や「リ

アル会議」で、一足先に社会活動を体験できる等々、多くの魅力を感じますね。さあ、勇気を出して、積極的・主体的に行動して、「たくさんの非認知能力、ゲ

ットだぜ！」。                                                         校長 関根 正弘 

①前橋市のまちづくりに参加できる！ 

②企業とコラボレーションできる！ 

③他の高校と交流し、刺激し合える！ 

⑤さまざまな『非認知能力』を育成できる！ 

⑥『自分の進路』に活かすことができる！ 

④「オンラインプラットフォーム」と「リアル会議」を体験できる！

し、刺激し合える！ 

申し込みはこの『QR コード』から！ 

11／10（金）〆切です！ 


